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1. 研究の背景と目的 

本稿は、前稿（その2）に続く一連の研究であ

る。前稿では、空き家対策について、東京都、

神奈川県、千葉県、埼玉県、茨城県、栃木県、

群馬県内各市区町村を対象とし、地域居住者の

現在のまちづくりに対する活動や空き家に対す

る取り組みを把握し、空き家の実態、自治体の

連携等について整理した。本稿では、地域居住

者の空き家に対する意識、まちづくりに関する

意識と余暇活動の関係性について整理し報告す

る。 

 

2. 調査概要 

調査概要（調査対象・調査内容）は前稿（その

2）と同様である。 

 

3. 余暇活動調査（表1） 

 調査方法は、まず余暇活動を自己中心性の高い

ものから、集団活動性の高いものへと、12分類75

項目、生活空間を「自宅」（自分の家や庭）「地域

内」（○○町等の自身が居住する地域内）「区・市

内」（地域内ではないが、自身が居住する市内も

しくは区内）「都・県内」（区・市内ではないが、

自身が居住する都・県内）「都・県外（自身が居住

する都・県以外の場所）」「不特定」（活動の場所

を特定できない）の５つに分類する。この分類を

基に、余暇活動を行う場所はどこか、活動を共に

行う人数、余暇活動に費やす時間量（消費時間量）

及び活動頻度はどのようであるかについて、アン

ケート調査を実施した。本研究では、地域居住者

の諸活動を広い範囲で捉え、日常の生活全体の中

での余暇活動と空き家に対する意識、まちづくり

に対する意識の関連性をマクロな視点で把握す

ることを目的としているため、余暇活動に費やす

活動時間・活動頻度から1人1日当たりの平均消費

時間量を算出し、これを余暇活動時間量としてい

る。 

 

4． 生活空間別余暇活動時間量（表2） 

各地域の生活空間別余暇時間量についてその

傾向を示す。多くの地域において、余暇活動量が

最も多い生活空間は「自宅」である。余暇活動新

型感染症蔓延下における調査であったことも理

由として挙げられる。 

表2 生活空間別余暇活動時間量（分） 

（注）表中の数値は、1人1日当たりの総余暇時間量（分）を表す。 

 

表 1 余暇活動分類・項目 

 

有効回答数 自宅 地域内 区・市内 都・県内 県外 不特定 総時間量

厚木市 108 51.26 3.85 9.43 6.25 6.33 0.29 77.41

伊勢崎市 4 0.50 0.00 4.50 0.00 10.00 0.00 15.00

宇都宮市 43 72.46 13.18 15.83 3.44 3.20 0.56 108.67

葛飾区 29 48.61 12.24 11.79 3.49 9.93 5.87 91.93

川越市 31 93.74 20.67 6.79 4.77 4.47 0.06 130.51

佐倉市 21 60.05 3.24 4.00 1.33 1.90 0.00 70.52

日立市 38 14.95 17.41 9.54 3.92 6.55 0.88 53.24

八千代市 10 56.80 2.40 3.20 0.80 0.00 12.00 75.20

全体 284 54.11 9.62 9.68 4.43 5.55 1.34 84.72

−日本大学生産工学部第54回学術講演会講演概要（2021-12-11）−

ISSN 2186-5647

― 575 ―

5-22



                                                          

Study on Sustainability from the Viewpoint of Relationship between 

Vacant Houses and Leisure Activities Part 3 
 

Tomohiro IYAMA,Jukou YAMAMOTO and Koki KITANO 
 

5． 活動分類別の活動時間量（表3,表4,表5） 

余暇活動時間量の平均値が多い活動は、「マス

メディア」「創作」「スポーツ」「旅行」の順となっ

ている。地域ごとの各項目における余暇活動時間

量（表 3）を見ると、一定以上の有効回答数を得

られている地域において、「マスメディア」の時

間量が最も多い。他の分類の余暇活動時間量につ

いては、地域によってばらつきが見られる。特に、

「旅行」「団体活動」の時間量では、地域による

ばらつきが多い。一方で、「スポーツ」「創作分野」

においては、おおむねいずれの地域においても類

似した傾向が見られる。 

性別ごとの各項目における余暇時間量（表 4）

を見ると、分類ごとに異なる傾向を示しているこ

とがわかる。男性が行う余暇活動量の平均値が多

い分類は、「マスメディア」「スポーツ」「創作」

「旅行」「教養・文化」「ゲーム」「休息」の順とな

っている。女性が行う余暇活動量の平均値が多い

分類は、「マスメディア」「創作」「スポーツ」「教

養・文化」「旅行」「交際」「休息」の順となってい

る。性別によって、各項目における時間量のばら

つきが見られる。地域ごとの活動時間量では似た

傾向を示していた、「スポーツ」「創作」の分類に

おいて、特に大きな傾向の差が見られる。 

生活空間ごとの各項目における余暇活動時間

量（表 5）では、分類ごとに異なる傾向が見られ

る。「創作」では、生活空間が居住地から離れれ

ば離れるほど時間量が減少していく傾向が見ら

れる。「教養・文化」では、「自宅」における時間

量が最も多いが、居住地から離れた美術館・図書

館といった教養・文化施設で活動を行う人もすく

なくないため、「地域内」での時間量よりも「市

内」「県内」での時間量が多い。「スポーツ」では

「市内」「県内」における時間量が多く、日常的

に通える範囲に位置する体育館や公園で活動す

る人が多い。「ショッピング」では、「市内」にお

ける活動量が最も多く、日常的な買い物の多くが

「市内」で行われていることが伺える。「ゲーム」

では、「自宅」における時間量が最も多い。「市内」

においてもパチンコ、アーケードゲームといった

活動が行われているが、比較的時間量は少ない。

「マスメディア」では、「自宅」での活動がほと

んどであり、それ以外の生活空間で行われる活動

時間量はわずかである。「休息」では、「自宅」で

の時間量が最も多い。銭湯で行われる入浴を含む、

「県内」「地域内」での時間量も少なくない。「家

族交流」「交際」では、「自宅」がほとんどであり、

それ以外の生活空間における時間量は僅かであ

った。「飲食」では、「自宅」が最も多く、次いで

「市内」「県内」「地域内」「県外」の順に時間量が

表 5 生活空間ごとの各分類における余暇活動時間量（分） 

表 4 性別ごとの各分類における余暇活動時間量（分） 

有効回答数 創作 教養・文化 スポーツ ショッピング ゲーム マスメディア 休息 家族交流 交際 飲食 旅行 団体活動 全分類

厚木市 112 9.50 4.78 10.05 3.93 5.48 22.86 1.96 0.57 4.04 1.73 9.88 1.33 76.11

伊勢崎市 4 4.50 9.00 1.00 0.00 0.50 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 15.00

宇都宮市 43 15.60 9.61 15.44 3.16 4.45 37.91 10.33 0.51 5.23 2.19 10.90 1.11 116.44

葛飾区 30 13.40 7.28 10.79 0.53 2.00 31.47 0.00 0.27 2.67 0.15 1.07 15.78 85.41

川越市 31 15.08 19.00 15.67 4.84 3.68 44.77 4.19 3.61 6.23 4.52 3.29 8.69 133.57

佐倉市 21 13.33 2.10 7.71 0.00 0.00 29.24 3.43 0.00 0.38 5.14 0.76 8.57 70.67

日立市 41 11.71 6.40 13.55 2.10 5.27 53.27 6.93 5.49 5.86 4.53 11.02 2.68 128.79

八千代市 10 8.00 0.80 19.60 0.00 30.00 0.00 4.80 0.00 0.00 0.00 0.00 4.80 68.00

合計 292 11.86 7.21 11.84 2.84 5.13 32.03 4.10 1.48 4.10 2.49 7.45 4.47 94.99

有効回答数 創作 教養・文化 スポーツ ショッピング ゲーム マスメディア 休息 家族交流 交際 飲食 旅行 団体活動 全分類

男性 145 8.99 6.39 15.67 3.90 5.55 36.98 5.14 0.39 2.68 3.15 8.99 5.71 103.54

女性 147 13.13 8.03 8.46 1.78 4.71 27.14 3.07 2.54 5.51 1.84 5.94 3.23 85.40

合計 292 11.86 7.21 11.84 2.84 5.13 32.03 4.10 1.48 4.10 2.49 7.45 4.47 94.99

n=284 創作 教養・文化 スポーツ ショッピング ゲーム マスメディア 休息 家族交流 交際 飲食 旅行 団体活動 全分類

自宅 6.67 4.86 1.59 0.00 4.52 25.35 3.37 1.25 3.22 1.80 0.00 0.75 53.37

地域内 2.18 0.18 4.25 0.17 0.08 0.23 0.14 0.17 0.52 0.24 0.13 1.33 9.62

市内 0.65 0.39 4.09 2.08 0.34 0.21 0.07 0.02 0.20 0.33 0.08 1.21 9.68

県内 0.58 0.63 1.37 0.31 0.00 0.00 0.31 0.07 0.00 0.30 1.37 0.23 5.16

県外 0.02 0.20 0.29 0.42 0.00 0.14 0.00 0.04 0.00 0.12 3.23 1.08 5.55

不特定 0.08 0.00 0.17 0.00 0.00 0.00 0.11 0.00 0.00 0.00 0.98 0.00 1.34

合計 10.17 6.26 11.76 2.99 4.95 25.93 4.01 1.55 3.94 2.80 5.80 4.59 84.73

表 3 地域ごとの各分類における余暇活動時間量（分） 
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減少しており、多様な生活空間において活動が行

われている。「旅行」では、全分類の中で唯一「県

外」での時間量が最も多い。「団体活動」では、全

分類の中で、最も時間量のばらつきが大きい。「地

域内」「市内」「県外」の順に活動量が減少してお

り、上記３つの生活空間においてはいずれも 1 人

1日あたり 1分以上活動が行われている。「自宅」

「県内」での時間量も少なくないため、多様な生

活空間において活動が行われることがわかる。 

 

6．活動を共にする人数（表6,表7,表8） 

余暇活動を共にする人数が多い活動分類は、

「団体活動」「スポーツ」「創作」「教養・文化」

「飲食」「交際」「家族交流」「旅行」「ショッ

ピング」「ゲーム」「休息」「マスメディア」の

順となっている。地域ごとの平均人数をみると、

様々な傾向がみられ、ばらつきが見られる。また、

多くの分類において、性別ごとの傾向の違いは見

られないが、「団体活動」における平均人数では、

男性は女性に比べて多い傾向が見られる。 

 

7．空き家対策への意識と余暇活動（図1.図2） 

「自治体が主体となって行う空き家対策につ

いて、関心がありますか」及び「地域居住者が主

体となって行う空き家対策について、関心があり

ますか」に対する回答と余暇活動時間量の関係性

の視点から、空き家に対する意識と余暇活動の関

係性を検討する。設問に対する回答を基に、回答

者を関心層、無関心層に分類し、それぞれの余暇

活動時間量の平均値を整理し、その傾向と関係性

について整理する。 

１) 自治体主体の空き家対策への関心 

「教養・文化」「休息」「交際」「団体活動」

の分類において、無関心層の時間量よりも

関心層の平均時間量の方が多い傾向が見ら

れる。「ゲーム」「旅行」においては、関心

層の時間量よりも無関心層の平均時間量の

方が多い傾向が見られる。「創作」「スポー

ツ」「マスメディア」「家族交流」「飲食」

においては、関心の有無に関わらず、1人1日

当たりの平均活動時間量差が1分未満であ

り、同様な傾向を示している。 

２）地域居住者主体の空き家対策への関心 

「交際」「団体活動」の分類において、無関

心層の時間量よりも関心層の平均時間量の

方が多い傾向が見られる。「スポーツ」「シ

ョッピング」「ゲーム」「マスメディア」「休

息」においては、関心層の時間量よりも無関

心層の平均時間量の方が多い傾向が見られ

る。「創作」「教養・文化」「家族交流」「飲

食」「旅行」においては、関心の有無に関わ

らず、1人1日当たりの平均活動時間量差が1

分未満であり、同様な傾向を示している。 

表 6 地域ごとの各分類における活動を共にする人数の平均値（人） 

 

表 7 性別ごとの各分類における活動を共にする人数の平均値（人） 

表 8 生活空間ごとの各分類における活動を共にする人数の平均値（人） 

n=184 創作 教養・文化 スポーツ ショッピングゲーム マスメディア 休息 家族交流 交際 飲食 旅行 団体活動

自宅 1.95 1.18 2.00 ― 1.50 1.10 1.05 2.22 2.31 1.78 2.60 2.00

地域内 5.72 5.00 4.24 1.50 2.50 1.00 2.00 4.00 3.00 4.25 1.60 20.07

市内 16.17 7.63 7.91 2.56 1.20 1.00 3.00 3.50 5.17 4.08 2.00 15.69

県内 7.20 4.25 15.64 2.33 ― ― 2.33 1.00 ― 2.33 2.33 30.00

県外 1.00 1.83 7.25 2.20 ― 1.00 ― 4.00 ― 4.00 3.14 105.33

不特定 12.33 ― 3.80 ― ― ― 3.00 ― ― ― 2.80 ―

有効回答数 創作 教養・文化 スポーツ ショッピング ゲーム マスメディア 休息 家族交流 交際 飲食 旅行 団体活動

厚木市 112 5.54 2.31 9.65 2.40 1.00 1.26 1.71 1.80 1.00 3.33 2.37 66.22

伊勢崎市 4 5.00 2.00 4.00 ― 1.00 ― ― ― ― ― ― ―

宇都宮市 43 2.72 1.27 7.30 1.75 2.80 1.05 1.00 6.33 1.63 2.40 2.50 20.60

葛飾区 30 5.86 8.00 2.25 2.00 1.00 1.00 ― 2.00 2.00 3.00 2.00 39.46

川越市 31 4.31 3.23 6.50 2.00 1.00 1.33 1.14 1.86 4.83 2.25 2.67 13.29

佐倉市 21 1.00 1.20 4.00 ― ― 1.20 1.00 ― 2.00 2.00 2.00 16.00

日立市 41 3.80 5.50 7.60 2.67 2.14 1.35 1.57 2.00 3.89 4.00 2.93 18.15

八千代市 10 2.75 20.00 4.67 ― 1.00 ― 3.00 ― ― ― ― 11.00

合計 292 4.27 3.52 7.20 2.32 1.64 1.21 1.46 2.44 3.00 3.20 2.58 28.14

有効回答数 創作 教養・文化 スポーツ ショッピング ゲーム マスメディア 休息 家族交流 交際 飲食 旅行 団体活動

男性 145 4.03 2.77 7.97 2.46 1.94 1.10 1.38 1.20 3.60 3.52 2.71 30.61

女性 147 4.44 4.22 4.95 2.20 1.00 1.33 1.54 2.75 2.67 2.79 2.35 11.43

合計 292 4.27 3.52 7.20 2.32 1.64 1.21 1.46 2.44 3.00 3.20 2.58 28.14
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自治体主体による空き家対策における関心層、

無関心層ごとの分類別余暇活動時間量と地域居

住者による空き家対策における関心層、無関心層

ごとの分類別余暇活動時間量を比べると、両分析

に共通して、「団体活動」は、関心層による時間

量が多い傾向を示しており、「ゲーム」は無関心

層による時間量が多いという傾向を示している。

「創作」「家族交流」「飲食」では、両分析にお

いて共通して、関心層と無関心層の1人1日当たり

の平均活動時間量差が1分未満である。「休息」

「教養・文化」「スポーツ」「ショッピング」「ゲ

ーム」「マスメディア」においては、それぞれ異

なる傾向を示している。 

図1 自治体による空き家対策に対する 

関心層、無関心層ごとの分類別余暇活動時間量 

図2 地域居住者による空き家対策に対する 

関心層、無関心層ごとの分類別余暇活動時間量 

 

8．まとめ 
 本研究では、性格の異なる 8地域における余暇

活動の実態と特性についての概略を捉えるとと

もに、地域居住者の余暇活動と空き家に対する意

識の関係性について検討したものである。その傾

向的特性を以下に整理する。 

１） 全ての地域において、余暇活動時間量の平均

値が多い活動は、「マスメディア」「創作」「ス

ポーツ」「旅行」の順となっている。 

２） 分類ごとの余暇活動時間量は、地域、性別、

活動が行われる生活空間によって傾向が異

なっている。特に、各生活空間における、分

類ごとの活動時間量では大きく異なる傾向

を示している。 

３） 活動を共にする人数については、分類ごとの

その傾向を以下に整理する。 

① 個人活動（平均 2人未満） 

「ゲーム」「マスメディア」「休息」 

② 複数人活動（平均 2 人以上、3 人未満） 

「ショッピング」「家族交流」「旅行」 

③ 少人数活動（平均 3人以上、10人未満） 

「創作」「教養・文化」「交際」「飲食」 

④ 大人数活動（平均 10人以上） 

「団体活動」 

４） 各分類の余暇活動時間量と、空き家対策に対

する関心との関係性では、関心の有無に伴う、

時間量の様々な傾向が見られた。自治体主体

による空き家対策、及び地域居住者主体によ

る空き家対策における分析では、共通して関

心層による「団体活動」の平均活動時間量が

多く、無関心層による「ゲーム」の平均活動

時間量が多いという傾向が見られた。 
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